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 - 2 -４  平 成 1 7 年 ９ 月 期 第 １ 四 半 期 の 個 別 財 務 ・ 業 績 概 況 （ 平 成 1 6 年 1 0 月 １ 日  ～  平 成 1 6 年 1 2 月 3 1 日 ）  ( 1 )  経 営 成 績 （ 個 別 ） の 進 捗 状 況              
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【マーケットプレイス事業】 

当セグメントでは、主力のインズウェブ事業部、イー・ローン事業部に加え、金融以外の生活関連サイトの拡
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ど、引続き EC ショップ支援サービス追加により顧客ベース拡大を行っています。 
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(3)企業集団の状況 

 

平成 16 年 12 月 30 日、グッドローン株式会社とホームローン・コンサルティング株式会社は今後さらに密接な連

携のもと夫々の住宅ローンビジネスを展開していく為、ホームローン・コンサルティング株式会社をグッドローン

株式会社の 100％子会社と致しました。また、平成 17 年 1月 1日にグッドローン株式会社の社名を、よりユーザー

に分かりやすく、かつ住宅ローン業界での知名度を高めるべく、グッド住宅ローン株式会社に変更いたしました。 

この結果、平成 17 年 1月 1 日現在、当社グルーャb8�
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（添付資料） 

 

１．第１四半期連結財務諸表 

(1）第１四半期連結貸借対照表 
（単位：千円） 

  
前第１四半期末 

（平成 15 年 12 月 31 日）
当第１四半期末 

（平成 16 年 12 月 31 日）
対前年同期比 

（参 考） 
前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表
（平成 16 年９月 30 日）

区  分 金 額 構成比 金 額 構成比 増減額 増減率 金 額 構成比
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（単位：千円） 

  
前第１四半期末 

（平成 15 年 12 月 31 日）
当第１四半期末 

（平成 16 年 12 月 31 日）
対前年同期比 

（参 考） 
前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表
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(4）第１四半期要約連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円） 
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たな卸資産 

商 品………………移動平均法による原価法によっております。 

仕掛品………………個別法による原価法によっております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産……………賃貸資産については、リース契約期間を償却年数とし、リース期間満了時のリース

資産の見積処分価額を残存価額とする定額法によっております。その他の有形固定

資産は、定率法によっております。 

無形固定資産……………賃貸資産については、リース契約期間を償却年数とする定額法によっております。

その他の無形固定資産は、定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま

す。 

長期前払費用……………定額法によっております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

貸倒引当金………………一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭�j閭
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注記事項 


